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研究成果の概要： 

 本研究では，学習者の学習動機，性格，日本語力，英語力が学習者の英語学習活動にどのよ
うな影響を与えているのかについて研究を行った結果，学習者の日本語力が英語力に，さらに
学習者の性格要因が学習動機に影響を与えていることが明らかとなった。また，入学後の英語
学習動機づけを調査したところ，学生の専門分野に関わらず統計的に有意な差は見られなかっ
た。これらの結果を基に，長期的なインタビュー調査を行ったところ，日本の大学で英語を学
ぶ学習者は高校から大学へのスムーズな移行ができておらず，その結果，大学入学後の英語学
習がスムーズに行われていないということがわかった。 

 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 180,000 3,680,000 
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１．研究開始当初の背景 

 これまでの日本人英語学習者を対象とし
た研究では，英語力と学習動機との関係に焦
点を当てたものは少なくないが，学習者の母
語である日本語力と英語力に焦点を当てた
もの，学習者の性格と学習動機，英語力の関
係に焦点を当てたものはほとんどなかった。
さらに，日本語力，英語力，学習動機，性格
の 4 つの関係を総合的に研究したもの，また
それらの要因が学習者の学習行動にどのよ

うな影響を及ぼしているのか，長期的に分析
したものはなかった。これまで英語学習に対
する動機づけ研究は数多く行われてきたが，
調査紙を用いた定量的な研究が主であり，学
習動機を動的なものとして捉え，その変遷を
分析する定性的な研究は皆無であった。そこ
で本研究課題では，学習者の英語学習動機づ
けを動的なものとして捉え，学習者要因との
関係について研究を行う。 
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２．研究の目的 

 本研究課題は，日本の大学で英語を学ぶ学
習者に焦点を当て，英語学習に成功するか否
かに影響を与える複数の学習者要因につい
て総合的に探求する。学習者が行う英語学習
活動を，様々な学習者要因から複合的に影響
を受ける有機的なシステムと捉え，日本人英
語学習者の英語学習活動に影響を与えてい
る要因やその関係を分析する。学習者要因と
呼ばれるものの中でも，本研究では特に，学
習者の学習動機，日本語力，性格，英語力の
関係に焦点を当て，4 つの要因がどのように
絡み合い，学習者の英語学習活動に影響を与
えているのか，その構造について明らかにす
る。 

 

３．研究の方法 

 本研究では，定量的分析と定性的分析の両
方の観点から学習者要因に対してアプロー
チを行った。まず，学習者要因については定
量的に測定した。学習者要因を測定する尺度
として既存の尺度を検討し，学習者の日本語
力および性格については既存の尺度を利用
し，学習者の学習動機および英語力について
は独自の尺度を構築した。学習動機について
は，学習者が教育を受けた文化における文化
的価値観が大きな影響を及ぼすことがわか
っているため，日本で初等・中等教育を受け
た学習者を対象とした学習動機づけ尺度で
ある市川(1995, 2001)を出発点とし，日本人大
学生用の英語学習動機尺度を構築した。英語
力を測定する尺度については，独自にクロー
ズテストを開発し，尺度自体の信頼性，およ
び既存の尺度である TOEIC

®との相関を分析
することで，測定の精度を上げた。これら 4

つの尺度をもとに，英語学習者の学習者要因
について数値化を行い，その数値を基にクラ
スター分析を使って学習者を 4 つのクラスタ
ーに分類を行った。そのクラスターの中から
2 名ずつを抽出し，8 ヶ月間にわたるインタ
ビュー調査を行った。さらに大学卒業後の英
語のニーズが高いとされる工学系の学生 4 名
についても，インタビュー調査を行った。イ
ンタビュー調査の内容はすべて録音した後，
テキストとして起こした。テキストデータに
対してテキストマイニングの手法で分析し，
学習者要因が学習者の英語学習活動に与え
る影響について分析を行った。 

 

４．研究成果 

 本研究では，焦点を当てた 4 つの学習者要
因については定量的に測定すべく，既存の尺
度を検討した結果，学習者の日本語力および
性格については既存の尺度を利用し，学習者
の学習動機および英語力については独自の
尺度を構築した。本研究で使用した尺度は以
下の 4 つの尺度である。 

(1) 学習動機づけ 

市川(1995, 2001) を出発点として，独
自に開発した尺度 

(2) 英語力 

独自に開発したクローズテスト 

(3) 性格 

主要 5 因子性格検査（村上・村上， 2001，
2004） 

(4) 日本語力 

旺文社が開発した日本語プレースメン
トテスト（小野，2005） 

 

本研究で開発した尺度の詳細は次の 2 つであ
る。 

(1) 学習動機づけ尺度 

日本で初等・中等教育を受けた学習者を
対象とした学習動機づけ尺度である市川
(1995, 2001)を用いて，日本の大学で英語
を学ぶ学習者の英語学習動機づけ尺度を
構築した。日本の大学で英語を学んでい
る大学生 1009 名に対して調査紙を用い
た調査を行った結果，日本人大学生の英
語学習動機の構造として，「充実・訓練志
向」，「関係・自尊志向」，「実用・報酬志
向」の 3 つの因子が抽出された。本研究
課題において構築された尺度を用い，大
学において異なる専門分野を専攻する学
生達を対象に，英語学習動機の調査を行
った。被験者の属性は工学系 86 名，医学
系 91 名，英語系 30 名，経済系 72 名であ
る。その結果，充実・訓練志向，関係・
自尊志向，実用・報酬志向のいずれの因
子においても，学生の専門分野の違いに
よる統計的に有意な差は存在しなかった。 

(2) 英語力測定の為のクローズテスト 

英語の長文において，機械的に 7 単語目
を空欄とし，その空欄に意味的・文法的
に適切な単語を記入するクローズテスト
を作成した。全31項目中25項目が JACET 

8000 の Level 1 の語彙となる，語彙難易
度としては比較的易しいものとなった。
採点手法については，正語法と適語法で，
それぞれ一長一短あるが，信頼度を検証
した結果，正語法 Cronbach α= 0.78，適
語法 Cronbach α= 0.85 となり，本研究で
は適語法を採用した。また TOEIC

®とも
高い相関を示した（r = 0.82）。 

 

 以上の尺度をもとに，日本の大学で英語を
学習している大学生 82 名に対して 4 つの学
習者要因の相関関係を検証したところ，学習
者の英語力と統計的に有意な相関(p<0.05)を
示したのは，学習者の日本語力（r = 0.40）と
学習動機づけ尺度の関係・自尊志向因子（r = 

-0.25）であった。学習者の性格は，学習動機
と有意な相関を示しており，充実・訓練因子
と外向性（r = 0.33）および勤勉性（r = 0.28）



 

 

が，実用・報酬志向と外向性（r = 0.25）が有
意な相関を示した。 

 さらに，これら学習者要因の英語学習活動
に対する影響を検証すべく，２つのインタビ
ュー調査を行った。１つは，日本の大学で英
語を学ぶ文系を専門とする学部生を対象と
したものであり，もう１つは卒業後の英語に
対するニーズが高い工学系の大学院生を対
象とするものである。第 1 のインタビュー調
査には，私立大学で経済系と英語系を専門と
する 82 名（男性 32 名，女性 50 名）の学生
がインタビュー調査対象者の候補となった。
本研究課題において研究対象とした 4 つの学
習者要因の測定値を基にクラスター分析を
行い，4 つのクラスターからそれぞれ中心的
な学生を 2名ずつ抽出し，8ヶ月間にわたり，
英語学習の実態と英語観に関するインタビ
ュー調査を行った。 

 インタビュー調査の結果，日本の大学で英
語を学ぶ学習者の英語学習に影響を及ぼし
ていると考えられる以下の 5 つの要因があが
った。 

(1) 計画立案力 

英語学習実態についてインタビューし
ている中で浮き上がってきたのが，学
習者の計画立案力が学習行動へ与える
影響であった。特に生徒（学生）と教
員との関係が高校までと大学では変化
することにうまく対応できず，自分で
自分の学習計画が立てられない者が目
立ち，そのような学習者は継続的な英
語学習活動ができていなかった。一方，
高校時代から自分で学習計画を立て，
実行していた学習者は大学入学後も，
継続的な英語学習が比較的うまくいっ
ているようであった。 

 

(2) 学習者を取り巻く人々 

週に複数回，英語教員と接していた高
校時代から大きく変化し，大学では週 1

回程度しか英語教員と接することはな
い。その結果，英語の教員に距離感を
感じ，授業や英語学習において疑問に
思うことがあっても，なかなか教員に
聞くことができないという状況が存在
することが明らかとなった。その一方，
学習者と同世代で学習者自身よりも英
語ができる人物が，自分の英語学習過
程や英語（学習）観を伝えることで，
学習者に良い影響を与えている状況が
見られ，そのような環境にいる学習者
は，そうではない学習者と比較して英
語学習に積極的に取り組むことができ
ていた。 

 

(3) 英語に対するニーズとウォンツ 

大学において英語を専門とするかどう

かに関わらず，今回の調査対象者とな
った学生達には共通して，大学入試に
おける英語の試験というハードルが存
在した。その為，高校時代までは英語
学習のニーズは存在し，その結果，英
語の好き・嫌いに関わらず英語の学習
を行っていた。しかし大学に入学した
とたん，それまでのニーズが満たされ，
「何のために英語を学習するのか」と
いう問いに対する答えが学習者自身の
中で欠如してしまっていた。大学にお
いて英語を専門としない学生達は，も
っと自分の英語力を向上させたいとい
う英語に対するウォンツがない上に，
何か他の目的の為に英語が必要である
というニーズまで欠如し，その結果，
学習行動に結びつかないという状況に
陥っていた。一方，英語を専門とする
学生は英語学習に対するウォンツは強
く見られたが，具体的なニーズが存在
しないため，学習行動が円滑に進んで
いないことがわかった。 

 

(4) 学生の自信の欠如 

学生の自信の欠如が，特に英語を専門
としている学生に顕著に現れており，
これが英語学習の負のサイクルを生み
出していることが明らかとなった。特
に英語系を専門とする学生は，高校ま
では英語で優秀な成績を修めていた学
生が多い。その一方，大学に入学後，
クラスメートの英語力の高さに圧倒さ
れ，その結果，予習をしているにも関
わらず授業において発言することがで
きないという，授業に対して消極的な
学生を生み出していた。授業において
消極的で発言しない学生に対して，時
として教員は「予習不足」や「大学生
としての自覚のなさ」というレッテル
を貼ることがある。しかし今回の調査
から，発言したいができない学生が少
なからず存在することがわかった。そ
してその背後には，学習者の自信の欠
如が存在していた。この悪循環により，
英語学習への意欲をなくし，その結果，
英語学習に対して積極的に取り組むこ
とができないという結果を生み出して
いた。大学入学後の英語学習を円滑に
するためにも，自信をなくしかけてい
る学生に対するケアが必要であるだろ
う。 

 

(5) 大学の授業に対する不満足感 

高校までの英語学習と大学での英語学
習のギャップにより，大学の授業に対
して不満足観を示すコメントが出てき
た。大学入試などの筆記試験は，一部



 

 

の（自由）記述試験を除いて学習者の
知識量を測定している側面が大きい。
そのため，学習者の関心は「知ってい
る」か「知らない」かである。一方，
被験者達から不満足観が示された大学
の英語の授業というのは，英語の知識
ではなく，むしろ英語の運用力を問題
とする授業であった。学生は授業で求
められるものの変化についていけず，
その結果，「大学の英語の授業は易しす
ぎる」と判断し，授業に対する不満足
観として現れていた。 

 

 2 つ目のインタビュー調査は，大学卒業後
の英語のニーズが高い工学系の学生に対し
て行った。本インタビュー調査においても，
1 つ目のインタビュー調査で出現した 5 つの
キーワードのうち，(4)を除く 4 つのキーワー
ドが同じように出現した。これらのキーワー
ドは，文系・理系に関わらず，英語学習活動
に影響を与えている要因と考えられる。 

以上の結果を Dörney (2001)の Process- 

Oriented Model に従って解釈を行った。日本
の大学で英語を学ぶ学習者は，大学入試とい
う，高校までの英語学習の目的を達成し，英
語学習動機づけのサイクルがいったん完結
している状態にあると考えられる。そして新
たなサイクルに入る段階，つまり Choice 

Motivation の段階に入るところであると言え
る。この Choice Motivation の段階で必要とさ
れる適切で具体的な目標設定を行うことが
できれば，新たな英語学習のサイクルはうま
く動き始めるが，現実には，その適切で具体
的な目標設定というものができておらず， 

Choice Motivation の次の段階である Executive 

Motivation の段階に移行できていない。その
結果，大学入学後の英語学習がうまく行かな
いという結果を引き起こしていると考えら
れる。しかし単に目標が設定されたからとい
っ て ， Choice Motivation か ら Executive 

Motivation の段階に移行するわけではない。
具体的かつ明確な目標設定がなされ，その後，
その実現の為に必要な学習活動の提案がな
されて初めて学習活動が開始されることが
長期間におよぶインタビュー調査から明ら
かとなった。 

 本研究課題により，日本で英語を学ぶ大学
生の英語力と統計的に有意な相関を示した
ものは，学習者の母語である日本語力であっ
た。学習者の学習動機は，学習者の性格要因
と有意な相関を示した。さらに，大学入学時
は，学生の専門に関わらず英語学習に対する
動機づけは，統計的に有意な差が存在しなか
った。このことは，大学入試という英語学習
の目的が達成され，学生達にとって英語学習
における次の目標設定ができていないこと
を意味する。その為，専門分野が異なるにも

関わらず，学習動機に有意な差が見られなか
ったと考えられる。これらの結果を基に，学
習者に対して長期的なインタビュー調査を
行 っ た 。 そ の 結 果 を Dörney (2001) の
Process-Oriented Model に従い分析したところ，
大学入学時にいったん完結していた英語学
習動機づけのサイクルが，新たなサイクルに
突入しているにも関わらず，適切に動き出し
ていないことが明らかとなった。特に大学１，
２年次の段階では，Process-Oriented Model の
Choice Motivation の段階でつまずいているこ
とが見えてきた。 

本研究課題を通して，英語学習において学
習者の母語である日本語力の重要性が示さ
れたと同時に，高校から大学に入学してくる
学生達に対して，Process-Oriented Model に基
づいた適切なサポートを行う必要があるこ
とが示された。日本の大学で英語を学ぶ大学
生の場合，Process-Oriented Model の最初の段
階である Choice Motivation の段階において次
の段階に移行するために必要な目標設定が
うまく行われていないことが明らかとなっ
た。本研究課題において，具体的かつ明確な
学習目標を設定することの重要性が示され，
そのような目標設定の為には，学生達にとっ
て「明確に想起されたイメージ」や「リアル
な体験」が必要となることが示唆された。大
学において学生に英語学習を継続的に行わ
せるような英語カリキュラムを開発するに
は，大学における英語学習の初期段階でいか
に目標設定を行うことができるかであるか
が重要となってくる。その為には，広い視野
で大学の英語カリキュラムを捉え，英語の教
員だけで英語のカリキュラムを展開してい
くのではなく，専門課程の教員と連携を取る
ことで，カリキュラムを展開していく必要が
あることが明らかとなった。本研究課題では，
学習者の英語学習活動に影響を与える要因
については明らかになったが，授業内・授業
外において具体的にどのように学生（学習
者）にアプローチすると英語学習活動の促進
に友好であるかについては結論が出なかっ
た。今後の研究課題としたい。 
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